
No. 106 2012.5.21 
【日本プロテオーム学会通信】は、日本プロテオーム学会会員の皆様に配信しています。 

  
■■■ 公開シンポジウム「疾患関連創薬バイオマーカー探索研究」 ■■■ 

■■■  および  ■■■  

■■■ 6th Central and Eastern European Proteomics Conference ■■■  

■■■  のご案内 ■■■  

 

以下の２つのイベントのご案内を朝長先生（医薬基盤研）および近藤先生（国立がん研究セ

ンター）よりいただきました。 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「疾患関連創薬バイオマーカー探索研究プロジェクト」は国民に有効で安全な新規医薬品

を速やかに提供し医療に貢献するという観点から、平成２０年から５年間の厚生労働科学研

究費補助金、創薬基盤推進事業（創薬バイオマーカー探索研究事業）として実施中のもので

あり、今年度は研究期間の最終年度ということになりました。今回のシンポジウムでは、本プ

ロジェクトによって得られた世界でのトップレベルの研究成果を報告する予定です。 

今後この分野の研究は、我が国における新薬開発の支援を目的として、臨床試験を目指

した疾患レベルの探索研究、検証的臨床試験やレギュラトリーサイエンスへの応用が大いに

期待できます。また、本プロジェクトの推進を通じて、国内製薬企業における医薬品開発にお

けるプロテオーム基盤技術の整備等に寄与できたものと考えております。 

会員の皆様にも是非ご参加頂きますよう心よりお待ち申し上げます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

独立行政法人医薬基盤研究所 

公開シンポジウム 

「疾患関連創薬バイオマーカー探索研究」 

【日時】平成 24 年 6 月 21 日（木）13：00-17：00 

【会場】タワーホール船堀５Ｆ小ホール（東京都江戸川区船堀 4-1-1，TEL 03-5676-2211） 

【参加申込】プロテオームリサーチプロジェクト 兵頭（hyodo@nibio.go.jp）までメールにてご連

絡下さい。 

 

プログラム 

【はじめに】 

山西 弘一（独立行政法人 医薬基盤研究所所長，疾患関連創薬バイオマーカー探索研究 研究代表

者） 

【研究発表】 

13:20-13:50 「疾患関連創薬バイオマーカー探索研究の成果」 

朝長 毅 

（（独）医薬基盤研究所プロテオームリサーチプロジェクト/プロテオームリサーチセンター 
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プロジェクトリーダー） 

13:50-14:20 「次世代プロテオミクスが拓く生命科学研究の新地平：もうウエスタンブロッティングは要らな

い？！」 

中山 敬一 

（九州大学 ヒトプロテオーム研究センター教授） 

14:20-14:50 「2DICAL を用いた癌関連バイオマーカー探索」 

尾野 雅哉 

（（独）国立がん研究センター研究所 創薬臨床研究分野ユニット長） 

15:10-15:40 「卵巣明細胞腺癌に対する創薬標的および診断マーカーの探索」 

平野 久 

（横浜市立大学先端医科学研究センター 教授） 

15:40-16:10 「プロテオミクス手法による疾患関連タンパク質の探索と臨床応用」 

仲 哲治 

（（独）医薬基盤研究所免疫シグナルプロジェクト プロジェクトリーダー） 

16:10-16:40 抗体プロテオミクス技術による創薬ターゲットの探索と治療薬シーズの開発」 

角田 慎一 

（（独） 医薬基盤研究所バイオ創薬プロジェクト プロジェクトリーダー） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 
日本プロテオーム学会会員の皆様 
 
会員の皆様におかれましてはますますご健勝のことと存じます。 
さて、学会通信 No.84 でお知らせいたしました「6th Central and Eastern European 
Proteomics Conference」のホームページが公開されましたのでお知らせします。 
 
6th Central and Eastern European Proteomics Conference 
14-17th October 2012, Budapest, Hungary 
http://www.chemres.hu/ms/6thceepc/ 
 
本学会では若手研究者を対象としたトラベル・グラントも企画されています。条件に合う方は

応募されてみてはいかがでしょうか。 
 
Glycoproteomics Grant Applications 
http://www.chemres.hu/ms/6thceepc/index.php?site=grant 
 
昨年開催された第 5 回の本学術集会は、少人数ながら質の高い講演が多いことが印象的で

した。ところで、ハンガリーはワイン大国として知られ（世界三大貴腐ワイン・トカイワインが有

名）、会期は「たまたま」ワインの収穫の時期にあたります。Social Program にも期待がもて

ます。 
 
近藤格 
国立がん研究センター 

http://www.chemres.hu/ms/6thceepc/�
http://www.chemres.hu/ms/6thceepc/index.php?site=grant�


 

【日本プロテオーム学会通信】に対するご意見をメールにてお寄せ下さい。ご意見を【日本プロテオー

ム学会通信】に掲載希望の場合はその旨お知らせ下さい。  

【アドレス変更/配信中止】【ご質問・お問合せ】は、日本プロテオーム学会事務局

(cljhupo@secretariat.ne.jp)にお願いいたします。 
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